東洋文庫蔵『書物袋絵外題集』について by 岡崎 礼奈
東
洋
文
庫
蔵
『
書
物
袋
絵
外
題
集』
に
つ
い
て
岡
崎
礼
奈
は
じ
め
に
東
洋
文
庫
の
蔵
書
は
現
在
約
百
万
冊
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
お
よ
そ
二
割
が
和
書
に
あ
た
り
、
国
宝
や
重
文
を
始
め
と
す
る
貴
重
書
、
古
典
籍
の
殆
ど
は
文
庫
の
創
設
者
で
あ
る
岩
崎
久
彌
氏
(
一
八
六
五
〜
一
九
五
五
年)
が
昭
和
七
(
一
九
三
二)
年
か
ら
三
期
に
渡
っ
て
寄
贈
し
た
書
籍
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
(
１)
。｢
岩
崎
文
庫｣
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
書
籍
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
資
料
が
揃
い
、
年
代
も
中
世
か
ら
近
代
に
ま
で
至
る
と
い
う
ま
さ
に
多
岐
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
な
か
で
も
江
戸
時
代
の
版
本
、
写
本
類
が
突
出
し
て
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
と
り
わ
け
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
大
衆
向
け
に
刊
行
さ
れ
た
草
紙
類
に
関
し
て
は
、
著
名
な
作
品
だ
け
で
な
く
、
広
く
網
羅
的
に
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
昭
和
九
年
に
編
纂
さ
れ
た
｢
岩
崎
文
庫
和
漢
書
総
目
録｣
か
ら
分
か
る
(
２)
。
歴
史
上
の
英
雄
た
ち
の
活
躍
や
当
世
の
社
会
・
風
俗
を
反
映
し
た
話
題
、
子
供
向
け
の
物
語
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
に
挿
絵
を
交
え
、
読
み
や
す
い
文
章
で
著
わ
し
た
草
双
紙
は
、
江
戸
の
書
物
文
化
を
支
え
る
人
気
を
誇
り
、
年
単
位
で
見
て
も
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
自
ず
と
蒐
集
数
も
大
き
く
な
っ
た
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
三
九
江
戸
時
代
の
書
物
は
多
く
の
場
合
、
店
頭
で
並
ぶ
際
に
｢
袋｣
と
い
う
も
の
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
袋
と
は
、
書
物
を
保
護
す
る
た
め
の
覆
い
紙
で
、
本
体
(
書
物)
を
巻
く
よ
う
な
筒
状
を
し
て
い
る
(
３)
。
こ
の
袋
の
表
面
に
描
か
れ
た
絵
ば
か
り
を
集
め
て
綴
じ
た
の
が
、
岩
崎
文
庫
の
『
書
物
袋
絵
外
題
集』
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
草
紙
類
に
つ
い
て
は
テ
キ
ス
ト
や
挿
絵
、
出
版
事
情
な
ど
の
観
点
か
ら
既
に
様
々
な
考
察
と
論
述
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
(
４)
。
し
か
し
、
書
物
が
出
版
さ
れ
た
当
初
の
状
態
を
包
括
的
に
考
察
で
き
る
｢
袋
絵｣
に
主
眼
を
置
い
た
論
考
は
、
私
見
な
が
ら
未
だ
み
ら
れ
な
い
。
近
世
か
ら
近
代
の
大
衆
的
な
書
物
文
化
の
研
究
に
寄
与
し
う
る
袋
絵
と
い
う
資
料
を
改
め
て
呈
示
し
、
誠
に
簡
素
で
は
あ
る
が
考
察
を
加
え
る
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
『
書
物
袋
絵
外
題
集』
の
体
裁
を
は
じ
め
、
そ
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
次
に
、
袋
絵
の
制
作
者
に
つ
い
て
考
察
し
、
更
な
る
研
究
の
深
化
に
繋
げ
る
緒
言
に
か
え
た
い
。
一
『
書
物
袋
絵
外
題
集』
の
概
要
一
―
一
『
書
物
袋
絵
外
題
集』
は
【
図
①
】
の
よ
う
に
画
帖
仕
立
て
に
な
っ
て
お
り
、
見
開
き
に
二
図
ず
つ
書
物
の
袋
を
貼
り
込
ん
で
い
る
。
同
じ
体
裁
の
も
の
が
全
六
帖
あ
り
、
各
帖
の
表
紙
に
は
｢
書
物
袋
繪
外
題
集｣
と
記
さ
れ
た
題
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
【
図
②】
。
寸
法
は
四
〇
図② 同上表紙
図① 『書物袋絵外題集』
第一帖見開き
縦
二
六
・
三
㎝
、
横
一
九
・
八
㎝
で
い
ず
れ
の
帖
に
も
蔵
書
印
、
奥
書
等
は
な
い
。
貼
り
込
ま
れ
た
袋
の
寸
法
が
大
体
縦
一
六
〜
一
八
・
五
㎝
、
横
一
〇
〜
一
二
㎝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
物
の
型
と
し
て
は
中
本
(
縦
約
一
八
・
五
㎝
、
横
約
一
二
㎝)
サ
イ
ズ
が
主
に
適
合
す
る
(
５)
。袋
絵
は
一
帖
目
に
四
七
図
、
二
帖
目
に
四
八
図
、
三
帖
目
に
五
二
図
、
四
帖
目
に
六
〇
図
、
五
帖
目
に
五
二
図
、
六
帖
目
に
五
二
図
、
あ
わ
せ
て
三
一
一
図
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
稀
に
墨
摺
り
、
単
色
摺
り
の
も
の
が
含
ま
れ
る
も
の
の
、
殆
ど
が
多
色
摺
り
で
色
合
い
美
し
く
、
図
様
に
も
機
知
に
富
ん
だ
も
の
が
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
書
物
の
題
、
作
者
、
絵
師
、
版
元
、
時
に
刊
行
年
と
言
っ
た
書
誌
情
報
が
絵
と
共
に
摺
ら
れ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
【
図
③】
。
で
は
、
六
帖
の
中
に
は
、
ど
の
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
袋
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
次
項
で
は
、
い
く
つ
か
袋
絵
の
例
を
挙
げ
て
こ
れ
ら
の
刊
行
年
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
一
―
二
袋
の
刊
行
年
に
つ
い
て
袋
絵
が
貼
ら
れ
て
い
る
順
番
は
時
系
列
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
も
の
が
前
後
し
な
が
ら
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
書
物
の
出
版
年
を
調
べ
な
が
ら
概
観
す
る
と
、
天
明
〜
慶
応
の
間
、
つ
ま
り
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
ま
で
の
出
版
物
の
袋
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
中
で
古
い
時
代
に
あ
た
る
天
明
、
寛
政
期
(
一
七
〇
〇
年
代)
の
も
の
は
殆
ど
が
一
、
二
帖
目
に
含
ま
れ
て
い
る
四
一
図③ 『敵討身代利名号 全』
曲亭馬琴編／葛飾北斎画／
仙 堂／文化五 (戌辰春／
1808)年新版【第一帖所収】
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
例
と
し
て
、
【
図
④
】
は
｢
山
東
京
傳
画
／
北
廓
故
実
内
所
圖
會｣
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
明
六
(
一
七
八
六)
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
北
廓
内
所
図
会』
(
小
金
厚
丸
作
、
山
東
京
伝
画)
の
袋
で
あ
る
(
６)
。
ま
た
、【
図
⑤
】
に
は
、
木
札
が
入
る
器
に
｢
天
明
四
年
甲
辰
春｣
と
記
さ
れ
て
お
り
、
上
部
に
は
四
方
赤
良
(
大
田
南
畝)
の
狂
歌
が
入
っ
て
い
る
。
現
在
把
握
し
う
る
刊
行
年
の
中
で
は
本
図
が
最
も
古
い
が
、
ど
の
書
物
の
袋
に
当
た
る
の
か
判
然
と
し
な
い
た
め
、
今
後
の
検
討
が
必
要
と
い
え
よ
う
。
逆
に
最
も
年
代
が
新
し
い
の
は
、【
図
⑥
】
の
｢
白
縫
／
五
十
二
へ
ん
／
菊
壽
堂｣
と
記
さ
れ
た
袋
で
あ
る
。
こ
の
袋
に
は
柳
下
亭
種
員
作
『
白
縫
譚』
が
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
は
九
〇
編
に
も
及
ぶ
長
大
な
作
で
、
幕
末
か
ら
明
治
に
渡
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
作
者
も
絵
師
も
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
が
、
図
中
に
記
さ
れ
た
｢
五
二
へ
ん｣
と
い
う
情
報
か
ら
、
二
世
柳
亭
種
員
作
、
落
合
(
歌
川)
芳
幾
画
で
慶
応
三
(
一
八
六
七)
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
五
十
二
編
の
袋
に
あ
た
る
こ
と
が
分
か
る
。
芳
幾
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
風
俗
図
や
新
聞
錦
絵
な
ど
を
手
掛
け
て
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
で
、【
図
⑥
】
の
よ
う
な
役
者
絵
も
多
く
描
い
て
い
る
。
四
二
図④ 『北廓故実内所
図会』 小金厚丸作／山
東京伝画／山旭亭蔵板
／天明六(1786) 年【第
一帖所収】
図⑤ 題不明
｢天明四年甲辰春｣ の
記が入っている【第三
帖所収】
図⑤ 年記部分
図版のキャプション
には､ 袋に記載が無
い内容も判明してい
る限りの情報を反映
した｡ 本の題や作者
名などは袋の表記の
通りではなく､ 現在
の常用漢字に直して
いる｡ 図版の作品は
全て東洋文庫蔵であ
る｡
箱
を
展
開
し
た
枠
の
中
で
、
見
得
を
き
ら
ん
と
す
る
役
者
の
き
り
り
と
上
が
る
眼
尻
が
何
と
も
粋
な
図
で
あ
る
。
次
に
、
所
収
の
袋
絵
の
年
代
は
ど
の
様
な
割
合
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
数
字
を
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。
参
考
資
料
と
し
て
、
現
在
ま
で
に
判
明
し
た
限
り
で
、
袋
絵
を
出
版
の
年
号
ご
と
に
振
り
分
け
た
一
覧
を
四
四
頁
表
一
に
あ
げ
る
。
中
に
は
同
じ
図
様
が
複
数
枚
あ
る
、
あ
る
い
は
同
作
品
で
異
な
る
巻
の
袋
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
一
枚
ご
と
に
独
立
し
た
袋
絵
と
し
て
算
出
し
た
。以
上
の
考
察
か
ら
、『
書
物
袋
絵
外
題
集』
所
収
の
袋
の
刊
行
年
に
つ
い
て
総
括
す
る
と
、
天
明
か
ら
寛
政
期
、
つ
ま
り
一
七
〇
〇
年
代
に
あ
た
る
の
は
一
部
で
あ
り
、
大
半
を
占
め
る
の
が
一
八
〇
〇
年
以
降
、
と
く
に
幕
末
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
中
に
は
明
治
時
代
に
再
版
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
更
に
考
え
を
進
め
る
と
、
誰
が
ど
の
時
点
で
こ
れ
ら
の
袋
を
蒐
集
し
て
画
帖
に
ま
と
め
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
う
か
ぶ
。
先
述
の
よ
う
に
蔵
書
印
や
奥
書
と
い
っ
た
旧
蔵
者
に
つ
い
て
推
察
し
う
る
情
報
は
な
い
。
寄
贈
者
で
あ
る
岩
崎
久
彌
氏
が
集
め
た
の
か
否
か
、
そ
し
て
岩
崎
家
の
所
蔵
と
な
る
前
の
来
歴
を
示
す
記
録
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
袋
の
記
述
に
大
き
く
信
を
置
い
て
判
断
す
れ
ば
、
出
版
年
の
下
限
が
江
戸
の
最
末
期
で
あ
る
た
め
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
蒐
集
と
い
う
推
測
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
疑
問
に
も
う
少
し
明
確
な
言
を
紡
ぐ
に
は
、
ま
ず
袋
と
い
う
も
の
が
ど
れ
程
残
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
後
の
世
の
愛
好
家
に
と
っ
て
入
手
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
袋
が
書
物
を
保
護
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
四
三
図⑥ 『白縫譚 五十二編』
柳下亭種員作／落合芳幾画
／菊寿堂／慶應三 (1867)
年【第五帖所収】
に
制
作
さ
れ
た
、
あ
く
ま
で
付
属
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
書
物
と
共
に
揃
っ
た
状
態
で
残
る
と
い
う
例
が
そ
れ
程
多
い
と
は
思
え
な
い
。
管
見
な
が
ら
他
所
で
の
袋
絵
所
蔵
状
況
を
調
べ
て
み
る
と
、
ま
ず
東
京
都
立
中
央
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
加
賀
豊
三
郎
氏
(
一
八
七
二
〜
一
九
四
四
年)
旧
蔵
書
の
中
に
楽
亭
西
馬
作
、
歌
川
国
芳
画
の
合
巻
『
稲
妻
形
怪
鼠
標
子』
(
一
八
五
二
〜
五
五
年
刊)
初
編
を
は
じ
め
、
相
当
数
の
袋
が
書
物
と
揃
っ
た
状
態
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
(
７)
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
に
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
｢
歌
麿
・
写
楽
の
仕
掛
け
人
そ
の
名
は
蔦
谷
重
三
郎
展｣
で
は
、
蔦
谷
重
三
郎
が
天
明
か
ら
寛
政
に
か
け
て
出
版
し
た
書
物
の
袋
と
し
て
、
個
人
蔵
の
も
の
が
五
件
出
品
さ
れ
た
(
８)
。
お
そ
ら
く
個
人
の
所
有
故
に
公
に
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
数
多
く
あ
る
と
思
う
が
、
袋
と
い
う
も
の
が
江
戸
、
明
治
の
読
者
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
価
値
を
見
出
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
上
で
も
、
現
存
状
況
に
つ
い
て
今
後
更
な
る
調
査
が
必
要
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
が
『
書
物
袋
絵
外
題
集』
の
概
要
で
あ
る
。
次
章
で
は
袋
絵
の
作
者
に
つ
い
て
、
一
例
を
紹
介
し
た
い
。
四
四
          天明(一七八一〜一七八九
年)
…
五
図
寛
政
(
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
年)
…
三
二
図
享
和
(
一
八
〇
一
〜
一
八
〇
四
年)
…
七
図
文
化
(
一
八
〇
四
〜
一
八
一
八
年)
…
四
五
図
文
政
(
一
八
一
八
〜
一
八
三
一
年)
…
一
〇
図
天
保
(
一
八
三
一
〜
一
八
四
五
年)
…
四
五
図
弘
化
(
一
八
四
五
〜
一
八
四
八
年)
…
三
図
嘉
永
(
一
八
四
八
〜
一
八
五
五
年)
…
一
〇
図
安
政
(
一
八
五
五
〜
一
八
六
〇
年)
…
二
一
図
万
延
(
一
八
六
〇
〜
一
八
六
一
年)
…
二
図
文
久
(
一
八
六
一
〜
一
八
六
四
年)
…
三
図
元
治
(
一
八
六
四
〜
一
八
六
五
年)
…
一
図
慶
応
(
一
八
六
五
〜
一
八
六
八
年)
…
二
図
二袋
絵
の
作
者
に
つ
い
て
袋
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
一
見
す
る
と
、
基
本
的
に
袋
は
書
物
の
挿
絵
を
描
い
た
絵
師
に
よ
る
図
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
図
ず
つ
調
べ
て
み
る
と
、
天
保
年
間
(
一
八
三
〇
年
代)
以
降
の
袋
に
は
、
挿
絵
と
異
な
る
絵
師
の
落
款
が
入
る
も
の
が
、
多
く
は
な
い
が
見
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
元
治
二
(
一
八
六
五)
年
に
出
版
さ
れ
た
『
風
俗
淺
間
ヶ
嶽
十
四
編』
【
図
⑦
】
に
は
袋
上
部
に
題
、
作
者
と
並
ぶ
挿
絵
師
の
名
前
｢
国
貞
画｣
と
は
別
に
、
右
下
に
落
款
と
花
押
が
入
っ
て
い
る
。
落
款
に
は
｢
惺
々
狂
斎｣
と
書
い
て
あ
る
た
め
、
こ
の
袋
絵
は
河
鍋
暁
斎
(
一
八
三
一
〜
八
九
年)
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
風
の
吹
く
夜
の
草
原
で
、
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
て
佇
む
男
性
、
か
と
思
い
き
や
衣
の
下
か
ら
見
え
る
の
は
狐
の
尾
と
脚
…
。
見
て
い
る
者
を
引
き
込
む
画
面
構
成
や
、
四
五
図⑦ 『風俗浅間ヶ嶽十四編』
柳水亭種清作／歌川国貞画／
(袋) 河鍋暁斎画／甘泉堂／元治
二 (1865) 年【第四帖所収】
図⑧ 『児雷也豪傑譚四十一編』
柳下亭種員作／歌川国貞画／ (袋)
河鍋暁斎画／甘泉堂／文久四
(1868) 年【第四帖所収】
虚
空
を
舞
う
化
け
狐
の
恐
ろ
し
い
形
相
が
独
特
の
不
気
味
な
世
界
を
生
み
出
し
て
い
る
。
暁
斎
作
の
袋
絵
は
、
他
に
も
『
書
物
袋
絵
外
題
集』
の
中
に
い
く
つ
か
収
め
ら
れ
て
い
る
。
柳
下
亭
種
員
作
『
児
雷
也
豪
傑
譚
四
十
一
編』
(
文
久
四
・
一
八
六
四
年
刊)
【
図
⑧
】
も
挿
絵
と
袋
の
絵
師
が
異
な
る
作
例
で
あ
る
。
本
作
で
も
書
物
の
挿
絵
は
二
世
歌
川
国
貞
、
袋
絵
は
暁
斎
が
手
掛
け
て
い
る
。『
児
雷
也
豪
傑
譚』
は
蝦
蟇
の
妖
術
を
あ
や
つ
る
主
人
公
、
児
雷
也
が
活
躍
す
る
物
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
袋
絵
に
も
蝦
蟇
に
化
け
た
児
雷
也
の
面
が
迫
力
を
も
っ
て
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
誌
情
報
の
記
載
に
負
け
ぬ
存
在
感
で
、
一
目
で
袋
絵
の
作
者
を
理
解
さ
せ
る
堂
々
た
る
落
款
で
あ
る
。
暁
斎
は
本
作
の
五
年
程
前
か
ら
｢
狂
斎｣
の
名
で
錦
絵
な
ど
を
本
格
的
に
描
く
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
卓
抜
し
た
感
性
と
技
術
で
ま
た
た
く
間
に
高
い
人
気
を
得
た
(
９)
。
そ
の
よ
う
な
背
景
も
踏
ま
え
る
と
、
若
き
絵
師
の
生
き
生
き
と
し
た
自
信
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
本
編
と
袋
を
統
一
し
て
当
世
の
人
気
絵
師
が
手
掛
け
る
と
い
う
の
も
、
読
者
に
と
っ
て
一
つ
の
魅
力
で
あ
ろ
う
が
、
一
冊
の
書
物
で
二
人
の
絵
師
の
腕
と
感
性
を
楽
し
め
る
の
は
、
実
に
喜
ば
し
い
読
者
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
同
時
に
版
元
の
販
売
戦
略
も
感
じ
ら
れ
、
こ
こ
に
も
袋
絵
を
知
る
意
義
と
楽
し
さ
が
見
出
さ
れ
る
。
最
後
に
梅
素
亭
玄
魚
(
一
八
一
七
〜
八
〇
年)
と
い
う
人
物
の
袋
絵
を
紹
介
し
た
い
。『
書
物
袋
絵
外
題
集』
の
中
に
、
玄
魚
が
挿
絵
を
描
い
た
作
品
は
確
認
で
き
な
い
が
( )
、
隅
に
ひ
っ
そ
り
と
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
袋
は
【
図
⑨
】
〜
【
図
⑫
】
の
四
点
あ
る
。【
図
⑫
】
の
『
し
ら
ぬ
ひ
(
白
縫
譚)
二
十
九
編』
(
万
延
元
・
一
八
六
〇
年)
は
書
物
の
表
紙
が
彩
り
豊
か
で
華
や
か
な
シ
リ
ー
ズ
だ
っ
た
た
め
【
図
⑬】
、
袋
は
あ
え
て
題
箋
的
な
機
能
の
み
に
留
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
三
点
を
よ
く
見
る
と
、
大
胆
な
構
図
で
目
を
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
よ
り
、
落
ち
着
い
て
品
格
の
あ
る
、
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
図
も
、
モ
チ
ー
フ
を
全
面
に
散
り
ば
め
る
、
あ
る
い
は
一
点
を
大
き
く
中
央
に
配
置
す
る
と
い
う
よ
り
、
主
要
な
モ
チ
ー
フ
は
画
面
の
右
下
、
も
し
く
は
左
下
に
纏
四
六
四
七
図⑨ 『新吉原細見記』
玄魚画／万延元 (卯の初秋／
1860) 年【第三帖所収】図⑩ 『神刀波白鞘 第六編』
笠亭仙果作／二世国貞画／
(袋) 玄魚画／錦森堂／万延
元 (卯の初秋・1860) 年【第
六帖所収】
図⑪ 『弓張月 十二編』
楽亭西馬作／歌川国輝画／
(袋) 玄魚画／錦昇堂／安政
元 (1855) 年【第四帖所収】
図⑫ 『白縫譚二十九編』
柳下亭種員作／歌川国貞画／
(袋) 玄魚画／廣岡屋版／万
延元 (1860) 年【第五帖所収】
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
整
理
さ
れ
た
構
図
は
、
華
や
か
な
物
語
の
表
紙
、
挿
絵
と
良
い
対
照
を
な
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
袋
絵
を
描
い
た
玄
魚
に
つ
い
て
、
以
下
で
紹
介
し
た
い
。
樋
口
弘
氏
が
編
纂
し
た
｢
幕
末
・
明
治
の
浮
世
絵
師
伝
( )｣
に
よ
る
と
、
梅
素
亭
玄
魚
(
本
名
・
宮
城
喜
三
郎)
は
経
師
屋
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
本
の
装
丁
に
は
馴
染
み
の
深
い
生
い
立
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
若
き
頃
よ
り
摺
り
物
の
図
案
や
袋
絵
の
意
匠
を
考
案
し
、
戯
画
や
風
刺
画
な
ど
も
残
し
た
。
安
政
二
年
の
大
地
震
の
直
後
に
流
行
し
た
鯰
絵
を
考
案
し
た
の
も
玄
魚
で
あ
る
と
い
う
。
自
ら
絵
を
描
き
は
す
る
が
、
純
粋
な
絵
師
と
い
う
よ
り
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
企
画
を
た
て
、
意
匠
を
考
案
す
る
、
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
近
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
安
政
三
〜
五
(
一
八
五
六
〜
五
八)
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
、
歌
川
広
重
の
代
表
作
『
名
所
江
戸
百
景』
に
付
さ
れ
た
目
録
【
図
⑭
】
の
制
作
は
、
玄
魚
が
残
し
た
業
績
の
中
で
も
特
筆
に
値
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
当
時
最
高
の
人
気
を
誇
る
名
所
絵
シ
リ
ー
ズ
の
目
録
を
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
玄
魚
が
文
芸
界
で
豊
か
な
人
脈
と
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
筆
者
は
四
八
図⑬ 『白縫譚』 初編上 (右)､ 二編下 (左)
表紙
柳下亭種員作／三世歌川豊国画／嘉永二～
三 (1849～50) 年図⑭ 『名所江戸百景』 目録
歌川広重画／ (目録) 玄魚作
／安政三～五 (1856～58) 年
未
見
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
作
成
、
公
開
し
て
い
る
｢
日
本
古
典
籍
総
合
目
録｣
で
調
べ
て
み
る
と
、
玄
魚
が
建
具
の
雛
形
本
の
作
画
や
、『
番
匠
作
事
往
来』
と
い
う
大
工
の
教
科
書
の
よ
う
な
書
物
の
編
著
な
ど
、
幅
広
い
書
物
の
執
筆
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
( )
。
ま
た
、
河
鍋
暁
斎
、
歌
川
国
周
ら
が
季
節
折
々
の
江
戸
の
風
景
を
描
き
、
各
図
に
歌
を
付
し
た
双
六
の
作
・
監
修
例
も
確
認
で
き
た
( )
。
書
物
の
題
字
な
ど
も
含
め
れ
ば
、
玄
魚
が
残
し
た
功
績
は
、
更
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に
当
時
の
出
版
物
に
携
わ
っ
て
い
く
中
で
、
彼
の
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
豊
か
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
制
作
者
一
人
を
知
る
だ
け
で
も
、
江
戸
の
出
版
文
化
が
様
々
な
媒
体
と
そ
れ
ぞ
れ
に
携
わ
る
人
た
ち
が
横
断
し
、
繋
が
る
こ
と
で
、
時
に
よ
り
良
質
な
文
芸
を
、
時
に
よ
り
多
く
の
人
々
が
喜
ぶ
娯
楽
を
提
供
し
、
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
改
め
て
気
付
か
さ
れ
る
。
袋
絵
の
情
報
を
解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
ら
連
環
し
て
生
み
出
さ
れ
て
い
く
文
化
を
知
る
た
め
に
必
要
な
作
業
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
東
洋
文
庫
蔵
『
書
物
袋
絵
外
題
集』
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、
全
図
の
画
像
と
目
録
を
そ
ろ
え
て
掲
出
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
数
の
多
さ
か
ら
未
だ
目
録
を
完
全
な
状
態
に
で
き
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
袋
を
考
察
し
て
い
く
中
で
気
付
く
の
は
、
袋
に
記
さ
れ
た
題
が
、
包
ま
れ
た
書
物
の
題
と
完
全
に
一
致
し
な
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
中
に
は
作
者
と
絵
師
の
名
前
、
版
元
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
題
の
記
載
は
な
い
も
の
も
あ
る
。
限
ら
れ
た
情
報
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
、
い
く
つ
か
の
候
補
と
照
合
し
て
い
く
作
業
が
当
面
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
可
能
な
限
り
各
袋
四
九
絵
に
対
応
す
る
書
物
の
表
紙
、
テ
キ
ス
ト
、
挿
絵
が
ど
の
様
な
も
の
な
の
か
を
知
り
え
る
だ
け
の
情
報
を
そ
ろ
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
現
存
が
確
認
で
き
な
い
書
物
の
袋
絵
が
存
在
し
、
最
低
限
の
書
誌
情
報
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
も
、
膨
大
な
ピ
ー
ス
で
形
成
さ
れ
る
江
戸
の
出
版
物
と
い
う
パ
ズ
ル
の
、
僅
か
一
つ
で
も
埋
め
る
手
立
て
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、
書
物
が
世
に
出
た
当
初
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
ど
の
様
に
人
々
の
趣
向
が
変
化
し
て
い
く
の
か
、
販
売
元
が
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
盛
り
込
ん
で
い
る
の
か
、
書
物
の
内
容
と
は
ど
の
様
に
連
動
し
て
い
る
の
か
、
実
に
多
様
な
発
見
を
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。
全
図
と
完
全
な
る
目
録
の
掲
出
を
一
日
も
早
く
果
た
す
べ
く
、
再
び
画
帖
の
頁
を
め
く
り
思
案
を
め
ぐ
ら
し
て
い
き
た
い
。
注(
１)
｢
東
洋
文
庫
要
覧｣
(
財
団
法
人
東
洋
文
庫
二
〇
一
一
年
十
一
月)
に
よ
る
。
(
２)
和
田
万
吉
、
樋
口
慶
千
代
編
｢
岩
崎
文
庫
和
漢
書
目
録｣
(
財
団
法
人
東
洋
文
庫
一
九
二
四
年)
。
(
３)
袋
の
基
本
的
事
項
は
、
木
村
八
重
子
｢
造
本
の
工
夫｣
(｢
草
双
紙
の
世
界｣
ぺ
り
か
ん
社
二
〇
〇
九
年
所
収)
を
参
照
し
た
。
(
４)
書
誌
学
的
な
観
点
か
ら
、
作
者
、
作
品
、
版
元
、
草
双
紙
の
目
録
な
ど
、
江
戸
の
絵
入
り
本
に
関
す
る
総
合
的
な
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
、
漆
原
又
四
郎
｢
近
世
の
絵
入
り
本｣
(
蒼
裳
堂
書
店
一
九
八
三
年)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
版
元
、
書
店
か
ら
見
る
、
江
戸
時
代
の
出
版
事
情
、
大
衆
へ
の
書
物
文
化
の
広
が
り
に
関
し
て
は
、
今
田
洋
三
｢
江
戸
の
本
屋
さ
ん｣
(
平
凡
社
二
〇
〇
九
年
再
刊)
に
詳
し
い
。
絵
本
の
流
通
、
受
容
、
テ
キ
ス
ト
と
図
の
関
係
性
、
絵
師
考
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
絵
本
に
つ
い
て
考
え
、
読
み
解
い
て
い
く
研
究
と
し
て
鈴
木
淳
・
浅
野
秀
剛
編
｢
江
戸
の
絵
本
画
像
と
テ
キ
ス
ト
の
綾
な
せ
る
世
界｣
(
八
木
書
店
二
〇
一
〇
年)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
近
世
絵
入
り
本
に
関
す
る
論
考
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
研
究
書
を
主
に
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
五
〇
(
５)
書
物
の
型
に
つ
い
て
は
、
中
野
三
敏
｢
和
本
の
海
へ
豊
穣
の
江
戸
文
化｣
(
角
川
選
書
二
〇
〇
九
年)
の
凡
例
を
参
考
と
し
た
。
(
６)
袋
か
ら
書
物
を
特
定
し
、
基
本
的
な
書
誌
情
報
を
調
べ
る
際
に
は
、｢
国
書
総
目
録｣
(
岩
波
書
店
一
九
九
一
年
増
訂)
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
｢
古
典
籍
総
合
目
録｣
(
岩
波
書
店
一
九
九
〇
年)
を
主
に
参
照
し
た
。
(
７)
『
稲
妻
形
怪
鼠
標
子』
の
袋
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
本
編
の
表
紙
と
共
に
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
が
同
館
の
特
別
文
庫
室
に
て
、
袋
絵
の
所
蔵
状
況
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
所
、
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
、
加
賀
文
庫
だ
け
で
も
数
十
冊
の
書
物
が
袋
を
と
も
な
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
(
８)
｢
歌
麿
・
写
楽
の
仕
掛
け
人
そ
の
名
は
蔦
谷
重
三
郎｣
(
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
二
〇
一
〇
年)
。
な
お
、
本
展
に
は
、
東
洋
文
庫
蔵
『
書
物
袋
絵
外
題
集』
か
ら
天
明
〜
寛
政
年
間
の
袋
絵
四
図
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。
(
９)
二
〇
〇
八
年
に
河
鍋
暁
斎
の
作
品
を
網
羅
的
に
出
品
す
る
展
覧
会
が
開
か
れ
た
。
暁
斎
の
生
涯
と
作
画
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
の
際
に
刊
行
さ
れ
た
図
録
｢
絵
画
の
冒
険
者
暁
斎
K
yosai
―
近
代
へ
か
け
る
橋
―｣
(
京
都
国
立
博
物
館
二
〇
〇
八
年)
に
詳
し
い
。
(
10)
図
⑨
の
『
新
吉
原
細
見
記』
で
、
玄
魚
は
序
文
を
書
い
て
い
る
。
(
11)
樋
口
弘
｢
幕
末
明
治
の
浮
世
絵
師
伝｣
(｢
幕
末
明
治
の
浮
世
絵
集
成｣
所
収
味
灯
書
屋
一
九
六
二
年
増
補
版)
。
(
12)
｢
古
典
籍
総
合
目
録｣
に
つ
い
て
は
、(
注
６)
に
記
載
。
(
13)
早
稲
田
大
学
総
合
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
｢
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣
に
て
本
作
の
画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
誌
情
報
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
『
宝
山
松
開
花
双
六』
梅
素
亭
玄
魚
作
／
梅
素
ほ
か
画
／
刊
行
年
不
明
／
刊
行
元
森
田
重
兵
衛
本
稿
は
公
益
財
団
法
人
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
よ
り
助
成
を
受
け
て
(｢
東
洋
文
庫
所
蔵
絵
入
り
本
の
全
容
解
明
に
向
け
て
の
基
礎
的
研
究
―
近
世
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市
民
衆
文
化
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
―｣)
、
昨
年
行
っ
た
岩
崎
文
庫
絵
入
り
本
調
査
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。
五
一
公
益
財
団
法
人
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
を
は
じ
め
、
左
記
の
関
係
各
位
の
皆
様
に
ご
助
力
、
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
家
田
奈
穂
氏
、
出
光
佐
千
子
氏
、
大
口
裕
子
氏
、
鎌
田
純
子
氏
、
日
野
原
健
司
氏
、
牧
野
元
紀
氏
、
伊
藤
千
尋
氏
、
小
嶌
い
つ
み
氏
(
順
不
同)
(
東
洋
文
庫
研
究
員
・
普
及
展
示
部
学
芸
員)
五
二
